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『
中
野
重
治
全
集
』
第
二
十
七
巻
に
「
葉
山
嘉
樹
」
と
い
う
項
目
の
文

章
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
六
年
十
月
号
の
『
友
樹
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
葉

山
嘉
樹
に
つ
い
て
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
質
問

と
と
も
に
再
掲
す
る
。

　
　

一　

葉
山
嘉
樹
に
つ
い
て
興
味
を
も
た
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

答
え　
　

あ
る
。
最
大
の
興
味
を
も
つ
。

　
　

二　

印
象
に
残
っ
た
作
品
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

答
え　
　

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
全
作
品
。

　
　

三　

そ
の
作
品
に
つ
い
て
思
う
こ
と
、
ま
た
学
ん
だ
も
の
。

　
　

答
え　
　

極
上
の
も
の
。

　
　

四　

現
代
で
も
葉
山
嘉
樹
文
学
は
価
値
が
あ
り
ま
す
か
。　

　
　

答
え　
　

ま
す
ま
す
。

　

と
に
か
く
返
事
を
書
き
ま
す
が
、
葉
山
は
私
の
先
輩
で
も
同
僚
で

も
あ
つ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
問
い
に
答
え
る
の
は
苦
痛
な
ほ
ど

■
特
集
　
浦
西
和
彦
の
仕
事

葉
山
嘉
樹
へ
、
葉
山
嘉
樹
か
ら

─
─
浦
西
和
彦
先
生
の
お
仕
事

竹
内
栄
美
子

で
す
。
「
現
代
で
も
…
…
価
値
が
あ
り
ま
す
か
。
」
─
─
こ
う
い
う
問

い
は
、
葉
山
を
一
行
も
読
ま
な
い
人
の
口
か
ら
出
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
と
思
う
と
い
う
こ
と
を
つ
け
く
わ
え
ま
す
。
諸
君
を
非
難
す
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
六
月
十
日
）

　

こ
の
『
友
樹
』
が
、
浦
西
先
生
が
関
西
大
学
を
卒
業
後
に
勤
務
さ
れ
た

岐
阜
県
立
坂
下
女
子
高
等
学
校
文
藝
部
の
雑
誌
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
の

か
た
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
葉
山
作
品
を
愛
す
る
あ
ま
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質

問
の
仕
方
に
苦
言
を
呈
し
た
中
野
重
治
だ
け
で
な
く
、
小
田
切
秀
雄
、
佐

多
稲
子
、
平
林
た
い
子
、
久
保
田
正
文
、
寺
田
透
、
平
野
謙
な
ど
も
回
答

し
、
広
く
反
響
を
呼
ん
だ
雑
誌
特
集
だ
っ
た
よ
う
だ
。
一
九
四
一
年
う
ま

れ
で
二
十
五
歳
の
若
き
浦
西
先
生
が
生
徒
た
ち
と
と
も
に
編
集
作
成
し
た

雑
誌
と
考
え
る
だ
け
で
も
、
葉
山
研
究
へ
の
情
熱
の
深
さ
の
一
端
に
触
れ

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
翻
っ
て
自
分
が
二
十
五
歳
の
と
き
に
何
を
し

て
い
た
か
と
い
え
ば
恥
ず
か
し
く
な
る
思
い
で
、
こ
の
葉
山
特
集
は
、
卒
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業
論
文
が
「
源
氏
物
語
」
で
あ
っ
た
と
い
う
浦
西
先
生
の
そ
の
後
の
膨
大

な
研
究
成
果
の
出
発
点
で
あ
っ
た
の
だ
と
改
め
て
思
わ
れ
た
。

　

「
浦
西
和
彦
教
授
略
年
譜
」
（
『
国
文
学
』
第
96
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
関

西
大
学
国
文
学
会
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
四
年
三
月
に
関
西
大
学
文
学
部

国
文
学
科
を
卒
業
し
、
四
月
か
ら
岐
阜
県
立
坂
下
女
子
高
等
学
校
教
諭
に

就
任
、
文
藝
部
、
新
聞
部
、
卓
球
部
の
顧
問
を
さ
れ
た
。
「
坂
下
町
の
弥

坂
橋
を
越
え
る
と
長
野
県
の
山
口
村
で
あ
る
。
山
口
村
で
葉
山
嘉
樹
が
晩

年
を
過
ご
し
た
。
当
時
、
菊
枝
夫
人
が
住
ん
で
い
ら
し
ゃ
っ
た
。
坂
下
女

子
高
校
に
は
葉
山
嘉
樹
と
親
交
が
あ
っ
た
歯
科
医
の
松
井
恭
平
さ
ん
が
非

常
勤
教
師
を
し
て
い
た
。
葉
山
嘉
樹
の
作
品
に
出
合
う
」
と
あ
る
。
同
じ

こ
と
は
『
浦
西
和
彦 

著
述
と
書
誌
』
第
三
巻
『
年
譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』（
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
の
あ
と
が
き
に
も
書
か
れ
て
い
て
、
坂
下

町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
葉
山
の
作
品
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
就

職
し
た
場
所
が
縁
と
な
っ
て
そ
の
後
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
、
そ
の
偶
然

に
、
い
ま
多
く
の
学
恩
を
蒙
っ
て
い
る
私
ど
も
は
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
　

＊

　

一
九
六
四
年
に
高
校
教
諭
と
し
て
着
任
さ
れ
て
以
来
の
葉
山
嘉
樹
に
関

す
る
研
究
成
果
は
、
ま
ず
「
近
代
文
学
資
料
6
」
と
し
て
『
葉
山
嘉
樹
』

（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
）
に
ま
と
ま
っ
た
。
同
書
に
は
「
葉
山
嘉
樹
年
譜
」

「
葉
山
嘉
樹
著
作
目
録
」
「
葉
山
嘉
樹
参
考
文
献
目
録
」
「
葉
山
嘉
樹
宛
書

簡
─
前
田
河
広
一
郎
・
島
田
晋
作
・
青
野
季
吉
・
里
村
欣
三
─
」
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
「
人
物
書
誌
大
系
16
」
と
し
て
『
葉
山
嘉
樹
』（
日

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
七
年
）
が
上
梓
さ
れ
、
そ
の
後
『
葉
山
嘉
樹
─

考
証
と
資
料
』
（
明
治
書
院
、
一
九
九
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
る
。
同
書
に
は
、

Ⅰ
と
し
て
「
葉
山
嘉
樹
」「
葉
山
嘉
樹
─
「
悲
惨
な
る
過
去
」
の
拘
束
」「
葉

山
嘉
樹
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
「
「
淫
売
婦
」
と
『
海
に
生
く
る

人
々
』
」
「
『
海
に
生
く
る
人
々
』
の
改
題
・
改
稿
・
発
表
経
過
等
に
つ
い

て
」
「
『
海
に
生
く
る
人
々
』
と
「
蟹
工
船
」
」
「
葉
山
嘉
樹
の
「
創
作
構
想

メ
モ
」
（
写
真
版
）
に
つ
い
て
」
「
葉
山
嘉
樹
〈
昭
和
の
文
学
・
鼎
談
〉
中

野
重
治
・
寺
田
透
・
浦
西
和
彦
」
が
、
Ⅱ
と
し
て
「
葉
山
嘉
樹
と
室
蘭
」
「
宮

嶋
資
夫
と
葉
山
嘉
樹
」「
浅
田
隆
著
『
葉
山
嘉
樹
論
─
「
海
に
生
く
る
人
々
」

を
め
ぐ
っ
て
─
』
」
「
広
野
八
郎
著
『
葉
山
嘉
樹
・
私
史
』
─
解
説
に
か
え

て
─
」
が
、
Ⅲ
と
し
て
「
田
口
運
蔵
の
葉
山
嘉
樹
宛
書
簡
」
「
荒
畑
寒
村

の
葉
山
嘉
樹
宛
書
簡
」
が
収
録
さ
れ
た
。

　

の
ち
に
ま
と
ま
る
四
巻
本
『
浦
西
和
彦 

著
述
と
書
誌
』
（
和
泉
書
院
）

の
第
一
巻
『
新
・
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
』
に
は
、
右
の
『
葉

山
嘉
樹
─
考
証
と
資
料
』
Ⅰ
お
よ
び
Ⅲ
の
諸
編
と
「
葉
山
嘉
樹
宛
書
簡
─

前
田
河
広
一
郎
・
島
田
晋
作
・
青
野
季
吉
・
里
村
欣
三
」
が
、
第
二
巻
『
現

代
文
学
研
究
の
基
底
』
に
は
、
第
一
巻
収
録
文
章
と
は
別
の
葉
山
論
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。
書
評
な
ど
も
あ
わ
せ
る
と
「
浅
田
隆
著
『
葉
山
嘉
樹
論

─
「
海
に
生
く
る
人
々
」
を
め
ぐ
っ
て
─
』
」「
葉
山
嘉
樹
「
淫
売
婦
」
の
女
」

「
広
野
八
郎
著
『
葉
山
嘉
樹
・
私
史
』
─
解
説
に
か
え
て
─
」
「
葉
山
嘉
樹

と
室
蘭
」「
宮
嶋
資
夫
と
葉
山
嘉
樹
」「
葉
山
嘉
樹
断
片
」「
浅
田
隆
著
『
葉

山
嘉
樹
─
文
学
的
抵
抗
の
軌
跡
─
』
」
「
葉
山
嘉
樹
・
人
と
文
学
」
と
い
っ

た
八
編
が
第
二
巻
に
は
あ
り
（
こ
れ
ら
の
う
ち
の
四
編
は
前
掲
書
『
葉
山
嘉
樹
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─
考
証
と
資
料
』
Ⅱ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
、
第
一
巻
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
合
計

十
八
編
の
葉
山
論
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
以
外

に
第
三
巻
に
は
『
年
譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』
と
い
う
大
部
の
年
表
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
編
纂
書
と
し
て
、
一
九
七
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
筑
摩
書

房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
葉
山
嘉
樹
全
集
』
全
六
巻
（
編
集
委
員
は
金
子
洋
文
・

中
野
重
治
・
寺
田
透
・
小
田
切
秀
雄
・
浦
西
和
彦
）
お
よ
び
『
葉
山
嘉
樹
短
編

小
説
選
集
』
（
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。
『
葉
山
嘉
樹
全
集
』

が
あ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
浦
西
先
生
の
お
陰

だ
ろ
う
。

　
　
　
　

＊

　

こ
れ
だ
け
の
葉
山
研
究
の
蓄
積
を
み
て
思
う
の
は
、
数
々
の
論
考
や
全

集
の
編
集
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
『
浦
西
和
彦 

著
述
と
書
誌
』

第
三
巻
『
年
譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』
の
質
量
と
も
に
充
実
し
た
成
果
で
あ
る
。

日
本
近
代
文
学
研
究
で
は
、
荒
正
人
の
『
漱
石
研
究
年
表
』
が
し
ば
し
ば

話
題
に
な
る
が
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
こ
の
年
譜
研
究
は
圧
倒
的

な
存
在
感
で
せ
ま
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
は
、
一
八
九
四
年
に
福
岡
県
京
都

郡
豊
津
村
に
生
ま
れ
、
一
九
四
五
年
に
開
拓
団
員
と
し
て
渡
っ
て
い
た
中

国
東
北
部
、
ハ
ル
ピ
ン
の
南
方
、
徳
恵
駅
す
こ
し
手
前
の
列
車
の
中
で
病

死
し
た
葉
山
嘉
樹
の
五
十
一
年
七
ヶ
月
足
ら
ず
の
人
生
が
、
一
日
一
日
、

日
を
追
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
作
品
批
評
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
葉

山
は
日
記
を
残
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
記
述
に
従
っ
た
部
分
が
多
く
あ
り
、

ま
た
そ
れ
以
外
の
多
様
な
資
料
を
駆
使
し
て
、
葉
山
の
人
生
を
生
き
生
き

と
組
み
立
て
て
い
る
。
読
ま
せ
る
年
表
は
『
文
化
運
動
年
表 

明
治
・
大

正
編
』
『
文
化
運
動
年
表 

昭
和
戦
前
編
』
（
と
も
に
三
人
社
）
を
は
じ
め
と

し
て
、
浦
西
先
生
の
得
意
技
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
『
年
譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』

も
同
様
に
読
ん
で
い
て
あ
き
な
い
年
譜
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
い
う
の
も
、
現
在
、『
昭
和
戦
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
集
』

（
丸
善
雄
松
堂
）
を
読
む
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
な
か
で
、
葉
山
嘉
樹
が
発

行
編
輯
兼
印
刷
人
で
あ
っ
た
稀
少
雑
誌
『
労
農
文
学
』
を
一
号
か
ら
読
ん

で
い
る
が
、
こ
の
『
労
農
文
学
』
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
『
年
譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
労
農
文
学
』

は
『
戦
旗
』
派
に
並
ぶ
『
文
藝
戦
線
』
派
の
有
力
な
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ

て
は
い
た
も
の
の
、
復
刻
版
も
な
く
、
所
蔵
館
も
ば
ら
ば
ら
で
一
括
し
て

参
照
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
と
し
て
『
昭
和
戦
前
期
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
浦
西
先
生
の
所
蔵
資
料
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
の

だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
実
際
に
研
究
会
で
雑
誌
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
『
年

譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』
が
い
か
に
豊
か
な
内
容
で
あ
る
か
に
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

『
労
農
文
学
』
は
一
九
三
三
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
か
ら
、
『
年
譜 

葉

山
嘉
樹
伝
』
一
九
三
三
年
の
記
述
を
み
る
と
、
村
松
梢
風
や
長
谷
川
伸

や
直
木
三
十
五
が
こ
の
雑
誌
に
そ
れ
ぞ
れ
援
助
金
三
十
円
ほ
ど
を
出
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
意
外
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
一

月
二
十
三
日
に
は
堺
利
彦
が
亡
く
な
る
の
で
、
同
郷
の
こ
の
先
輩
の
通

夜
、
火
葬
、
葬
儀
に
参
列
し
追
悼
文
を
書
い
た
こ
と
（
『
労
農
文
学
』
第
三

号
に
葉
山
が
書
い
た
追
悼
文
「
堺
利
彦
氏
を
弔
う
」
が
荒
畑
寒
村
や
堺
真
柄
の
文
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章
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
、
二
月
二
十
一
日
に
は
夕
刊
で
小
林
多
喜
二

の
死
去
を
知
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
小
林
多
喜
二
の
死
に

つ
い
て
は
、
連
日
記
載
さ
れ
て
い
る
日
記
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
て
、

浦
西
先
生
の
論
文
「
『
海
に
生
く
る
人
々
』
と
「
蟹
工
船
」
」
の
な
か
で
も

葉
山
と
小
林
多
喜
二
と
の
交
流
と
文
学
性
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
中
野
重
治
、

寺
田
透
、
浦
西
和
彦
三
名
に
よ
る
「
葉
山
嘉
樹
〈
昭
和
の
文
学
・
鼎
談
〉
」

（
『
群
像
』
一
九
七
五
年
三
月
号
）
に
お
い
て
も
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
二

月
二
十
三
日
の
日
記
に
は
「
小
林
多
喜
二
の
屍
体
の
解
剖
を
、
ど
の
大
学

病
院
で
も
断
つ
た
。
通
夜
に
集
ま
つ
た
も
の
は
片
つ
端
か
ら
検
束
。
無
茶

だ
。
今
日
午
後
一
時
か
ら
告
別
式
だ
と
云
ふ
。
行
つ
て
、
歪
ん
だ
で
あ
ら

う
顔
を
見
て
別
れ
を
告
げ
よ
う
。
可
哀
想
な
こ
と
を
し
た
。
政
治
的
に
は

意
見
を
異
に
し
て
ゐ
た
が
、
好
き
な
男
だ
つ
た
の
に
。
」
と
あ
り
、
浦
西

先
生
は
右
論
文
に
お
い
て
「
小
林
多
喜
二
と
は
政
治
党
派
的
に
対
立
拮
抗

し
て
い
た
が
、
葉
山
嘉
樹
は
小
林
多
喜
二
に
対
す
る
個
人
的
な
深
い
好
意

を
日
記
に
吐
露
し
て
い
る
。
し
か
し
、
葉
山
嘉
樹
と
小
林
多
喜
二
は
、
生

前
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
『
労

農
文
学
』
に
は
、
堺
利
彦
の
追
悼
特
集
は
あ
っ
て
も
小
林
多
喜
二
の
記
事

は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
葉
山
の
多
喜
二
へ
の
注
目
を
こ
の
よ
う
に
特
筆

す
る
浦
西
論
文
に
よ
っ
て
、
雑
誌
の
誌
面
に
現
れ
た
だ
け
で
は
な
い
実
情

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
こ
の
『
年
譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』
か
ら
は
、
坂
下
女
子
高
等
学
校

赴
任
時
か
ら
は
じ
ま
っ
て
葉
山
嘉
樹
へ
と
求
心
的
に
研
究
を
進
め
て
い
っ

た
痕
跡
と
、
そ
の
一
方
、
葉
山
嘉
樹
か
ら
遠
心
的
に
研
究
が
広
が
っ
て

い
っ
た
形
跡
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
双
方
と
も
が
重
要
だ
。
広
が
っ
て

い
っ
た
な
か
に
は
、
た
と
え
ば
「
田
口
運
蔵
の
葉
山
嘉
樹
宛
書
簡
」
に
見

ら
れ
る
田
口
運
蔵
に
つ
い
て
の
研
究
も
あ
っ
た
。
『
労
農
文
学
』
第
一
号

の
目
次
に
は
、
田
口
運
蔵
の
「
レ
ニ
ン
か
ら
の
伝
言
（
全
文
削
除
）
」
と
あ

り
、
雑
誌
の
な
か
ほ
ど
に
「
本
誌
の
刊
行
は
出
版
法
に
よ
る
の
で
、
同
志

田
口
運
蔵
の
『
レ
ニ
ン
か
ら
の
伝
言
』
は
、
遺
憾
な
が
ら
全
文
削
除
の
余

儀
な
き
結
果
に
な
り
」
と
事
情
説
明
さ
れ
て
い
る
。
『
文
藝
戦
線
』
同
人
、

ま
た
『
労
農
文
学
』
同
人
で
も
あ
っ
た
田
口
運
蔵
は
、
文
学
研
究
の
場
面

で
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
の
ち
に
荻
野
正
博
『
弔

詩
な
き
終
焉
─
─
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
田
口
運
蔵
』
（
御
茶
の
水
書

房
、
一
九
八
三
年
）
が
ま
と
ま
る
が
、
そ
れ
以
前
に
浦
西
先
生
は
右
の
「
田

口
運
蔵
の
葉
山
嘉
樹
宛
書
簡
」
（
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』
一
九
七
五
年
十
一

月
、
創
立
九
十
周
年
記
念
特
輯
に
初
出
掲
載
、『
葉
山
嘉
樹
─
考
証
と
資
料
』
に
収
録
）

を
ま
と
め
て
い
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
田
口
運
蔵
は
、
一
八
九
二
年
に
新
潟
県
に
う
ま
れ
仙

台
二
高
を
中
退
後
、
密
航
者
と
し
て
海
外
放
浪
し
、
ア
メ
リ
カ
で
片
山
潜

と
と
も
に
活
動
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
に
入
党
後
は
ソ
連
に
行
っ
て
、
日
本

人
と
し
て
初
め
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
に
出
席
し
、
レ
ー
ニ
ン
と

も
会
見
し
て
い
る
。
一
九
二
三
年
の
後
藤
新
平
と
ヨ
ッ
フ
ェ
の
日
ソ
予
備

交
渉
の
さ
い
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
全
権
ヨ
ッ
フ
ェ
の
秘
書
と
し
て
帰
国
し
た
。

こ
の
よ
う
に
革
命
運
動
史
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
田

口
運
蔵
の
晩
年
は
不
遇
で
あ
っ
た
と
い
う
。
浦
西
先
生
は
、
田
口
が
肺
結
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核
や
貧
困
と
闘
い
つ
つ
、
別
府
、
東
京
、
御
宿
、
伊
東
と
療
養
生
活
を
送

り
な
が
ら
葉
山
に
し
た
た
め
た
手
紙
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
紙
幅
の
関
係
上
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
紹
介
は
で
き
な
い
も
の
の
、
葉
山
と
の
つ
な
が
り
や
『
文

藝
戦
線
』
を
田
口
が
親
し
く
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
手
紙
の
そ
れ
ぞ

れ
が
興
味
深
い
。
ま
た
田
口
に
つ
い
て
、
浦
西
先
生
は
こ
う
も
言
っ
て
い

る
。
「
田
口
運
蔵
は
第
一
次
日
本
共
産
党
に
も
、
ま
た
そ
の
後
の
第
二
次

日
本
共
産
党
に
も
正
式
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
日
本
共
産
党
そ
の
も
の

が
、
田
口
運
蔵
の
よ
う
な
人
物
を
組
織
の
中
に
抱
擁
す
る
だ
け
の
成
熟
さ

に
、
ま
だ
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
田
口
運
蔵
の
日
ソ
予
備

交
渉
の
画
策
は
、
日
本
共
産
党
と
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
た
。
し

か
し
、
ヨ
ッ
フ
ェ
が
来
日
し
た
と
い
う
事
実
は
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
が
い
か

に
田
口
運
蔵
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
か
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
」
「
日
本
マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
が
講
座
派
の
人
々
を
中
心
に
進

め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
講
座
派
以
外
の

人
々
の
活
躍
が
再
検
討
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、
運
動
そ
の
も
の
の
動
態
的

把
握
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
田
口
運
蔵
な
ど
の
思
想
的
検
討
は
日

本
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
」
。
主
流

の
講
座
派
で
は
な
い
領
域
、
見
過
ご
さ
れ
た
人
物
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

る
こ
と
が
一
九
七
五
年
の
段
階
で
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
田
口

運
蔵
研
究
も
浦
西
先
生
の
葉
山
研
究
か
ら
広
が
っ
た
成
果
の
ひ
と
つ
と
し

て
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　

＊

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
肝
心
の
葉
山
論
に
お
い
て
何
度
も
書
か
れ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
葉
山
の
二
児
「
餓
死
」
の
こ
と
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
葉
山
嘉
樹
─
考
証
と
資
料
』
を
読
ん
だ
さ
い
に
、
一
番
印
象
に
残
っ
た

の
が
こ
の
二
児
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
中
野
・
寺
田
・
浦

西
の
鼎
談
「
葉
山
嘉
樹
〈
昭
和
の
文
学
・
鼎
談
〉
」
で
も
、
浦
西
先
生
は

こ
の
こ
と
に
繰
り
返
し
言
及
し
葉
山
が
非
常
に
子
煩
悩
だ
っ
た
と
語
っ
て

い
る
。
一
九
二
四
年
十
月
に
名
古
屋
共
産
党
事
件
で
禁
錮
七
ヶ
月
、
未
決

通
算
六
十
日
に
決
定
、
そ
の
後
、
巣
鴨
刑
務
所
入
獄
中
に
妻
子
が
行
方
不

明
と
な
り
、
数
え
年
五
歳
と
四
歳
の
男
の
子
（
長
男
の
嘉
和
、
次
男
の
民
雄
）

が
相
次
い
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
た
び
た
び
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
餓
死
」
と
い
う
衝
撃
的
な
言
葉
は
、
葉
山
の
小
説
「
誰
が
殺
し

た
か
」
に
出
て
く
る
言
葉
だ
が
、
「
葉
山
嘉
樹
─
「
悲
惨
な
る
過
去
」
の

拘
束
」
で
は
「
二
児
の
死
は
葉
山
嘉
樹
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
後

の
作
家
・
葉
山
嘉
樹
の
生
き
方
を
決
定
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
刑
期
を
終
え
た
あ
と
、
行
方
不
明
の
妻
子
を
探
し
て

心
当
た
り
を
探
し
ま
わ
っ
た
も
の
の
絶
望
に
お
わ
り
、
名
古
屋
の
労
働
組

合
運
動
に
は
復
帰
せ
ず
、
木
曽
の
落
合
水
力
発
電
所
の
工
事
現
場
へ
行
く
。

こ
こ
に
い
る
間
に
息
子
た
ち
の
死
を
知
り
「
飲
酒
の
癖
を
覚
え
」
「
ひ
ど

く
ニ
ヒ
リ
ス
チ
ッ
ク
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
（
自
作
年
譜
）
と
い
う
。
犠
牲

者
の
家
族
に
対
す
る
組
織
的
な
救
援
活
動
な
ど
な
か
っ
た
時
代
に
、
残
さ

れ
た
家
族
は
途
方
に
暮
れ
た
に
違
い
な
い
。

　

巣
鴨
刑
務
所
入
獄
の
ま
え
、
一
九
二
三
年
六
月
に
収
監
さ
れ
た
名
古
屋

刑
務
所
に
は
、
妻
の
喜
和
子
が
子
供
を
連
れ
て
面
会
に
き
て
い
た
。
『
年

譜 

葉
山
嘉
樹
伝
』
に
は
、
葉
山
の
「
獄
中
記
」
か
ら
多
く
引
用
さ
れ
て
い
て
、

 
『フェンスレス』オンライン版 第5号(2019/03/20発行) 

占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



5454

「
会
へ
な
い
と
淋
し
い
」
と
書
く
葉
山
が
い
か
に
妻
子
思
い
で
あ
っ
た
か

が
う
か
が
え
る
。
一
九
二
三
年
九
月
七
日
に
は
「
此
四
日
、
き
わ
子
は
名

古
屋
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
す
る
。
若
き
燕
が
ゐ
た
の
か
、
き
わ

子
が
来
た
。
一
日
赤
尾
（
穂
）
に
泊
つ
た
と
云
ふ
の
で
嫉
け
た
。
が
、
今

は
そ
ん
な
時
で
は
な
い
。
食
へ
さ
へ
す
れ
ば
い
い
の
だ
。
命
さ
へ
あ
れ
ば

い
い
の
だ
。
も
う
彼
女
が
他
の
男
と
結
婚
し
て
も
い
い
か
ら
丈
夫
で
子
供

を
育
て
ゝ
く
れ
。
俺
は
も
う
俺
の
運
命
に
見
切
り
を
つ
け
た
。
あ
ゝ
人
世

は
苦
し
い
も
の
だ
。
泣
く
に
も
泣
け
な
い
苦
し
さ
だ
」
と
引
用
さ
れ
て
い

る
。
妻
が
ほ
か
の
男
性
の
も
と
に
走
っ
た
の
か
、
嫉
妬
の
思
い
を
抱
き
な

が
ら
も
、
命
さ
え
あ
れ
ば
い
い
「
丈
夫
で
子
供
を
育
て
ゝ
く
れ
」
と
願
う

葉
山
の
痛
切
な
声
が
響
い
て
い
る
。

　

「
葉
山
嘉
樹
は
、
愛
児
二
児
も
「
餓
死
」
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

「
悲
惨
な
る
過
去
」
を
背
負
う
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
入
っ
た
」
。

葉
山
文
学
の
根
柢
に
あ
る
も
の
を
、
前
掲
論
文
「
葉
山
嘉
樹
─
「
悲
惨
な

る
過
去
」
の
拘
束
」
で
浦
西
先
生
は
こ
の
よ
う
に
語
る
。
そ
し
て
、
労
働

運
動
に
挫
折
し
、
家
族
を
失
い
、
そ
こ
か
ら
文
学
運
動
に
入
っ
て
い
っ
た

葉
山
は
、
な
に
か
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
は
常
に
労
働
の
現
場
に
、
そ
れ

も
社
会
の
底
辺
で
働
く
人
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
行
く
と
い
う
。
そ
う
い
え

ば
、
中
野
重
治
「
村
の
家
」
の
な
か
で
父
藤
作
が
転
向
後
の
勉
次
に
む
か
っ

て
筆
を
捨
て
よ
と
言
い
、
土
方
に
行
っ
て
い
る
里
見
が
ま
っ
と
う
な
人
間

の
や
り
方
だ
と
語
っ
て
い
た
、
そ
の
里
見
は
葉
山
嘉
樹
が
モ
デ
ル
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
勉
次
が
否
定
し
た
「
罠
」
に
つ
な
が
る
問
題
点
が
あ
っ
た

と
は
い
え
、
葉
山
嘉
樹
は
、
浦
西
先
生
に
よ
れ
ば
常
に
社
会
の
底
辺
で
働

く
人
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
行
く
人
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
葉
山
の
文
学
、
葉
山
嘉
樹
と
い
う
人
を
ま
る
ご
と
掴
ま
え

よ
う
と
そ
の
人
間
性
を
明
暗
含
め
て
立
体
的
に
描
き
出
し
た
浦
西
先
生
の

研
究
は
、
い
ま
も
な
お
文
学
研
究
の
ひ
と
つ
の
指
針
と
し
て
屹
立
し
て
い

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
峻
嶺
と
し
て
私
ど
も
後
進
の
前
に
聳
え
立
っ
て
い

る
。
だ
が
、
後
進
を
峻
拒
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く

れ
る
豊
か
な
嶺
で
あ
る
。
大
阪
文
学
や
温
泉
文
学
な
ど
軽
み
の
あ
る
洒
脱

な
文
学
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
先
生
の
文
学
観
の
根
底
に
は
、
坂
下
町
以

来
取
り
組
ん
で
き
た
こ
の
よ
う
な
「
葉
山
嘉
樹
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
し
、
両
者
は
対
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
共
通
す
る
そ
の
原

型
は
、
理
論
重
視
の
観
念
的
抽
象
性
と
は
お
よ
そ
無
縁
の
、
具
体
的
な
庶

民
の
生
活
に
基
盤
を
お
く
人
間
研
究
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
々
の
研
究
の
流

行
に
左
右
さ
れ
な
い
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
に
お
け
る
資
料
博
捜
の

徹
底
も
、
そ
こ
に
通
じ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。
（
二
〇
一
九
年

一
月
三
一
日
）
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